「放蕩息子」　　　2010年7月3日　～放蕩息子の譬えより～
１．あるところに、とっても仲のよい親子がおりました。お父さんは息子をかわいがり、息子もお父さんの仕事を一生懸命手伝っていました。

２．ところがそのうち息子が反抗期をむかえると、この息子はすっかりお父さんの言うことをきかなくなり、お父さんを悲しませることばかりをするようになりました。「やいオヤジ、金くれよ。オイラは家を出て行くぜ」
　　こうしてある日息子は、お父さんにたくさんのお金を無理やり出させて、家を飛び出してしまったのでした。

３．たくさんのお金を手にした息子は、毎日遊びたい放題！ 働くこともせず、夜の街に出かけ、毎日毎日、

それはそれは楽しく過ごしました。「居酒屋～の♪」
４．でもね、いくらお金を持っていても、働かないで使ってばかりいたら、無くなっていくよね。それにその頃、

　雨がほとんど降らなくなって、お米も野菜も果物も、何もとれなくなってきたんだ。だから、みんな生活が大変

　になっていたんだけど、働かなくてお金を使ってばっかりいた息子は、他の人よりももっともっと大変な暮らし

になっていってしまいました。

５．「ああ、すっかりお金が無くなってしまった･･･。あんなにたくさんあったのに、あっという間に、なんにも

なくなってしまったよ･･･。毎晩毎晩楽しく遊んだ友達だって、いつの間にかどこかへ行ってしまった･･･。
ああ、空しい、さびしい、悲しいよぉ・・・」

途方にくれた息子は、涙に明け暮れる日々でした。

６．♪　貧しさに負けた～、いいえ世間に負けた～♪ こうして息子は、本当に貧乏になってしまいました。冷たい木枯らしが心の中を吹いていきます。ただただ空しい、さびしい、悲しい日々が続くだけでした。

７．やがて息子は、子豚ちゃんのお世話をするようになりました。お腹がすいた息子が子豚の世話をしていると、

　子豚の食べているエサでもおいしそうに感じてしまいます。

子ブタ「まあ、そんなに落ち込むなよ、ブヒブヒ。気楽にやろうぜ、ブヒブヒ。俺のエサ、食うか？ ブヒブヒ」

カラス「アホー、アホー、お前はアホーだ～！！」

　豚のエサを食べたいほどにお腹が空いて、あげくのはてには豚にまで情けをかけられ、カラスにはアホ呼ばわりされてバカにされた息子・・・その息子の頭に浮かぶのは、お父さんのことだけでした。

息子「ああ、お父さんのところへ帰りたい･･･。お父さんの家の召使にしてもらうことが出来たら、今よりも

　　ずっとずっとマシだろう･･･。そうだ、お父さんのところへ帰ろう。あの懐かしいお父さんのもとへ帰ろう！」

　そう心に決めた息子は、お父さんのところへ歩き出しました。そして息子が帰って来た時、お父さんは・・・

８．父「コラァ～、何を今さら戻ってきたんじゃぁ～！ お前、いったい何のつもりだ？ お前のことなど、ワシは

　　　忘れたわいっ！ さあ、出て行け。今すぐここから出て行くのじゃぁ～～～～～！！」

・・・と、言ったと思う？

９．もちろん、お父さんはそんなことは言いませんでした。お父さんは、息子の帰りを毎日、外に立って待ってい

たのです！汚くなってすっかり変わってしまった息子でしたが、それでもそんなことはお父さんには関係なし。愛する愛する息子なのです。お父さんは息子が帰ってきたことを喜び、その夜は盛大なパーティーを開きました。

10．イエス様は、この時のことをこうおっしゃっています。

「この息子は、死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに見つかったからだ。』そして、祝宴を始めた。」ルカ15:24
　神様は、このお話に出てきたお父さんのような存在です。私たちが悪い子であっても、神様を離れていても、

　神様は変わらない愛をいつでも与えていてくださるお方なんですよ。

　そして私たちのそのままで受け止めて、抱きしめて、愛して、天国へと招いてくださるお方なのです。

　だから私たちも、神様を愛して、神様を第一にして、毎日歩み続けましょうね。　　　おしまい。

